
すこやかな子牛の成長をねがって、さらに効率アップ！�
当社人工乳と合わせてご利用下さい。�

ホル子牛・F1子牛兼用代用乳�

1.溶けやすさはそのままに、サラサラ感を充実させました。�
2.消化吸収性の良い中鎖脂肪酸（MCT）の強化で、より母乳に近づきま
　した。�
3.子牛が消化吸収しやすい新大豆たんぱく原料を配合しました。�
4.子牛の腸内微生物を整えるために、ガラクトオリゴ糖とトヨイ菌を配
　合しています。ガラクトオリゴ糖の利用技術は、雪印グループの共同
　研究の成果です。�

●全乳からの切り替えは、即日全量切り替えてもかまいません。�
●1日2回、1回200g（2週齢時）～250gを1.2～2Rのお湯に溶かして下さい。�
●溶かすときは、45～50:のお湯（冬季及び寒冷地では48～55:）に「つよしくん」   
　を入れてよくかくはんして下さい。子牛へ給与する時の適温は約40:。�
●離乳の目安は35日齢（導入雄子牛では4週間）ですが、人工乳を800g／日以上採
　食するようになった時点で離乳可能です。ただし、食の細い子牛や虚弱な子牛は1
　日1回の哺乳を継続して下さい。その後の発育が順調となります。�
●40kg以下の子牛や虚弱な子牛は、「つよしくん」の給与量を標準より1日50～　
　100g減量して下さい。下痢の発生が少なくなります。�
●F1子牛への「つよしくん」の給与量は、標準より1日50～100g減量して下さい。�

特長�

給与�
方法�

保証�
成分�

たんぱく質�
（％以上）�

26.5

粗脂肪�
（％以上）�

20.0

粗繊維�
（％以下）�

1.0

粗灰分�
（％以下）�

10.0

カルシウム�
（％以上）�

0.70

リン�
（％以上）�

0.60

DCP�
（％以上）�

24.0

TDN�
（％以上）�

112.0

給与プログラム� 標準給与量�
哺育経費の低減、省力
化を実現する新しい哺
育システムです。詳し
いマニュアルを用意し
ていますので、お気軽
に担当者にお問い合わ
せ下さい。�

1回哺乳システム�
の ご 案 内 �

出生　　　　　7日齢　　　14日齢　　　35日齢　　90日齢�

初乳�
4～5R/日�

つよしくん�
400g/日�

粗飼料入り人工乳�
スターター・乾草給与�

自　由　飲　水�

つよしくん�
500g/日�

週齢�1回の給与量�お湯の量�

2�

3�

4�

5

1.2～1.6R�

1.5～2.0R�

1.5～2.0R�

1.5～2.0R

200g�

250g�

250g�

250g
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サヤコマチの�
栽培時期�

地　　　域�

露　　　地�

ハ　ウ　ス�

ト ン ネ ル �

露　　　地�

北　海　道�
東　　　北�
高　冷　地�

一　般　地�

暖　　　地�

作型� 月� 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

播種期�
定植期�
生育期�
収穫期�

雪印育成�

農林水産省品種登録 申請中�
サヤコマチ�

1R元詰�
1Q

特　性�
移植、早播き栽培ではサヤムスメより収穫が早くなるが、標準播き
では播種後84日（関東標準）で収穫期に達する中早生品種。草姿
はサヤムスメに似るが、より小葉で、主茎がやや細い。莢は白毛で濃
緑色。サヤムスメ並の大莢でボリュームがあり品質良好。着莢数が
多く、上物収量が多い。特に低温時の着莢数が安定している豊産種。�

特　性�
熟期はサッポロミドリより1～2日程度早い極早生種。草丈はサッポ
ロミドリ並みで、草勢はややおとなしくコンパクト。莢はきれいな鮮
緑色で、ふっくらとして実入り良好な大莢で、サッポロミドリ並みに
品質優れる。特に低温期での着莢性に優れ、ハウス、トンネル等の早
出し栽培に最適。3粒莢の割合が高く、上物収量が多い。食味はサッ
ポロミドリ並みで、極めて良好。�

雪印育成�

農林水産省品種登録８２８４号�
春 の 舞 �

1R元詰�
1Q

春の舞（はるのまい）の�
栽培時期� 露　　　地�

ト ン ネ ル �

ハ　ウ　ス�

ト ン ネ ル �

露　　　地�

北　海　道�
東　　　北�
高　冷　地�

一　般　地�

暖　　　地�

地　　　域�作型� 月� 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

播種期�
定植期�
生育期�
収穫期�


